
平成２５年１２月１９日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

東海道・山陽新幹線運転管理システム取替工事の完了について 

 

東海道・山陽新幹線では、安全・安定輸送の確保および旅客サービスの向上を図る

ため、東海道・山陽新幹線運転管理システム（通称、コムトラック）と呼ばれる、運

行管理システムを導入しています。（システムの概要は別紙１参照） 

昭和３９年の新幹線開業当時、運行管理は全て人の手により行われていました。そ

の後の輸送環境の変化に伴い、昭和４７年の岡山開業に合わせてコムトラックを開

発・導入し、運行管理業務をコンピュータによってバックアップすることとしました。

このシステムは東海道・山陽新幹線全線を管理し、現在まで新幹線の安全かつ正確な

運行を支えてきました。 

コムトラックは、現在８世代目が導入されていますが、さらなる機能向上を目的と

して、平成２０年度より９世代目への取替工事を進めてきました。このたび、平成２

６年１月をもって新システムへの移行が完了することとなりましたのでお知らせし

ます。 

 

１． 取替による効果 

（１） 乱れたダイヤの回復力向上（別紙２） 

 

・駅の出発到着に関する進路制御時間を１列車当たり約４秒短縮 

 

・今後の遅延発生箇所を予測し指令員へ視覚的に示すことで、指令員の適切

な判断を支援 

 

（２）よりお客様のニーズに合わせた弾力的な列車設定が可能 

 

・１日に設定できる列車本数が１，８００本から３，０００本に増加 

（回送列車等含む） 

 

２． 工事費 

約２２６億円 
 



別紙１ 東海道・山陽新幹線 運転管理システム（コムトラック）の構成

コムトラックコムトラック

進路制御系システム
（ＰＲＣ）

（ＣＯＭＴＲＡＣ ： ＣＯＭｐｕｔｅｒ ａｉｄｅｄ ＴＲＡｆｆｉｃ Ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｙｓｔｅｍ）

情報処 系

（ＰＲＣ）

旅客案内情報処理装置（ＰＩＣ）

情報処理系システム
（ＥＤＰ）

運行表示系システム
（ＭＡＰ）

のぞみ １号 博多 06：00

ひかり １１１号 博多 06:13

ＰＲＣ：ダイヤに従って列車の進路を制御
ＭＡＰ：指令員へ運行状況を表示

駅連動装置 ＡＴＣ装置

ＭＡＰ：指令員へ運行状況を表示
ＥＤＰ：ダイヤの計画、お客様への情報提供

駅連動装置・ＡＴＣ装置

制御

制御



取替による効果別紙２

到着

進路制御時間を１列車あたり約４秒短縮 指令員の適切な判断を支援

②青信号で下り列車出発

①上り列車が到着するまで赤信号

処理

改良後

改良前
遅延等発生を
予測して画面上
で視覚的に表示

コンピュータの処理時間が短縮と
なった分（約４秒）、信号待ちの
列車が早く出発できる

処理時間

短縮
処理

改良後→列車遅延時の回復に効果

指令員端末の小型化・省電力化

従来型従来型
１日に設定できる列車本数を増加

（現 在） １，８００本 → （取替後） ３，０００本

新型

※新型
サイズ：約１／１４

消費電力：約１／３

※回送列車等含む


